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研
究
室
報
告

①　

昨
年
度
と
同
様
、
今
年
度
も
新
入
生
歓
迎
行
事
と
し
て
四
月
二
十
六

日
に｢

新
入
生
研
修
旅
行｣

を
行
い
、
群
馬
県
足
利
市
の
足
利
学
校
お

よ
び
鑁
阿
寺
（
真
言
宗
）
を
見
学
し
た
。
前
者
は
近
世
の
朱
子
学
の
教

育
機
関
、
ま
た
後
者
は
十
二
世
紀
に
建
立
さ
れ
た
真
言
宗
大
日
派
の
古

刹
で
あ
る
。
現
地
で
は
足
利
学
校
関
係
者
お
よ
び
足
利
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
、
足
利
学
校
お
よ
び
鑁
阿
寺
の
歴
史
的
背
景

や
各
施
設
な
ど
に
つ
い
て
説
明
、
案
内
を
い
た
だ
い
た
。
東
洋
思
想
文

化
学
科
一
年
生
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
実
り
多
い
見
学
会
と
な
り
、
ま

た
学
生
相
互
あ
る
い
は
教
員
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
関

係
各
位
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

②　

九
月
二
十
六
日
に
は
「
東
洋
大
学
文
学
部
伝
統
文
化
講
座
」
の
一
環

と
し
て
、
東
洋
思
想
文
化
学
科
主
催
、
東
洋
大
学
仏
教
会
・
同
仏
教
青

年
会
協
力
に
て
、
真
言
宗
豊
山
派
迦
陵
頻
伽
聲
明
研
究
会
に
よ
る
聲
明

公
演
「
日
本
古
典
音
楽
の
源
流
─
弘
法
大
師
御
影
供
～
中
曲
理
趣
三
昧

～
」（
本
学
井
上
円
了
ホ
ー
ル
、
十
六
時
四
十
五
分
～
十
七
時
四
十
五

分
）
を
開
催
し
た
。
出
演
者
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

③　

本
年
度
、
東
洋
大
学
短
期
海
外
招
聘
教
授
制
度
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス

国
立
極
東
学
院
教
授
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
レ
ネ
・
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ラ
ー

ル
氏
を
お
招
き
し
、
講
義
お
よ
び
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
詳
細
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　
（
講
義
）

　
　

�「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
仏
教
へ
の
関
心
」（
十
月
十
九
日
、「
イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
Ｂ
」）

　
　

�「
如
浄
禅
師
の
風
鈴
頌
一
・
二
」（
十
月
二
十
六
日
、
十
一
月
九
日
、「
イ

ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
Ｂ
」

　
　

�「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
中
国
学
─
敦
煌
学
を
中
心
と
し
て
」（
十
一
月

十
日
、「
中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ｂ
」

　
　

�「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
と
い
う
思
想
の
中
国
思
想
と
日
本
思
想
の
相

違
に
つ
い
て
」（
十
一
月
十
六
日
、
東
洋
思
想
文
化
学
科
合
同
演
習
）

　
　

�「『
方
丈
記
』
と
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
界
唯
心
」（
十
月
二
十
日
、

伊
吹
敦
教
授
お
よ
び
渡
辺
章
悟
教
授
の
大
学
院
演
習
合
同
授
業
）

　
（
講
演
、
い
ず
れ
も
文
学
部
全
学
生
を
対
象
と
す
る
）

　
　

�「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
仏
教
へ
の
関
心
」（
十
月
二
十
一
日
三
限
、

六
三
一
〇
教
室
）

　
　

�「
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
の
時
代
の
仏
教
と
宗
教
学
」（
十
月
二
十
八
日
三

限
、
六
三
一
〇
教
室
）

　
　

�「
道
元
と
鴨
長
明
の
三
界
唯
心
」（
十
一
月
四
日
三
限
、
六
三
一
〇
教

室
）

　
　

�「
明
恵
の
夢
想
」（
十
一
月
五
日
四
限
、
六
三
一
四
教
室

④　

本
年
度
、
大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）
の
公
開
研
究
発
表

会
を
、
春
学
期
（
六
月
二
十
四
日
）
と
秋
学
期
（
十
一
月
二
十
五
日
）

に
開
催
し
た
。
春
学
期
は
越
後
屋
正
行
（
Ｄ
３
）、
園
田
沙
弥
佳
（
Ｄ

３
）、
崎
山
忠
道
（
Ｍ
２
）、
山
崎
一
穂
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
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員
）
に
よ
る
研
究
発
表
、
な
ら
び
に
塚
越
悠
貴
、
松
田
正
、
福
島
幸
夫
、

針
貝
京
子
、
通
然
、
甘
沁
鑫
の
大
学
院
新
入
生
、
特
別
研
究
学
生
に
よ

る
研
究
計
画
発
表
が
あ
っ
た
。
秋
学
期
は
、
田
口
な
み
（
Ｍ
２
）、
プ

ラ
マ
ハ
・
バ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
（
Ｍ
２
）、
鈴
木
伸
幸
（
Ｍ
２
）、
藤
井
明
（
Ｄ

１
）、
甘
沁
鑫
（
特
別
研
究
学
生
）
の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

　
　

ま
た
両
発
表
大
会
に
先
立
ち
、
学
外
講
師
を
お
招
き
し
御
講
演
会
戴

い
た
。
各
大
会
の
講
師
名
、
所
属
、
講
演
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

　
（
春
学
期
発
表
大
会
）
佐
久
間
秀
範
氏
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
教
授
）

「
唯
識
と
い
う
〝
も
の
〟
の
見
方
」

　
（
秋
学
期
発
表
大
会
）
山
部
能
宜
氏
（
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
）「
石

窟
と
禅
観
」

　
　

両
先
生
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

⑤　

本
年
度
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
志
村
敦
弘
、
尾
上
海
、

盛
田
綾
希
、
堤
博
枝
、
黒
田
祐
介
、
鈴
木
伸
幸
、
田
口
な
み
の
各
氏
が

担
当
し
た
。

⑥　

本
年
度
の
卒
業
論
文
・
制
作
の
提
出
者
は
、
イ
ン
ド
哲
学
科
で
は

Ⅰ
部
が
四
十
一
名
、
Ⅱ
部
が
十
名
で
あ
り
、
中
国
哲
学
文
学
科
で
は

三
十
六
名
、
大
学
院
の
修
士
論
文
提
出
者
は
イ
ン
ド
哲
学
文
学
専
攻
で

は
四
名
、
中
国
哲
学
専
攻
で
は
一
名
で
あ
っ
た
。
本
年
度
の
優
秀
論
文

に
対
す
る
褒
賞
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
校
友
会
奨
学
基
金

　

学　

部
（
イ
ン
ド
哲
学
科
）　

是
松
宏
明（
Ⅰ
部
）、星
宮
康
子（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

（
中
国
哲
学
文
学
科
）　

石
川
美
恵

　

大
学
院
（
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
）　

鈴
木
伸
幸

　
　
　
　

（
中
国
哲
学
専
攻
）　

該
当
者
な
し

　

・
勧
学
奨
学
基
金

　

学　

部（
イ
ン
ド
哲
学
科
）　

西
島
実
希（
Ⅰ
部
）、
平
野
玲
子（
Ⅱ
部
）

　
　
　
　

（
中
国
哲
学
文
学
科
）　

豊
田
尚
徳

　

・
田
村
芳
朗
奨
学
基
金
（
イ
ン
ド
哲
学
科
）

　

学　

部　

高
木
洋
介
（
Ⅰ
部
）

　

大
学
院　

田
口
な
み
、
プ
ラ
マ
ハ
・
バ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
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二
〇
一
五
年
度
業
績
（
二
〇
一
五
年
一
月
～
十
二
月
）

伊
吹　

敦

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
奈
良
時
代
に
お
け
る
禅
宗
の
流
布
と
伝
教
大
師
最
澄
へ
の
影
響
」（『
叡

山
学
院
彙
報
』
第
四
〇
号
、
二
〇
一
五
年
二
月
二
十
日
、
一
〇
～
三
〇

頁
）

「
日
本
の
古
文
献
か
ら
見
た
中
国
初
期
禅
宗
─
大
安
寺
道
璿
の
『
集
註
梵

網
経
』
を
中
心
に
」（『
東
洋
思
想
文
化
』
第
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月

三
十
日
、
三
七
～
五
八
頁
）

「
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
の
変
化
と
そ
の
意
味
」（『
東
洋
學
研
究
』
第

五
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
三
十
一
日
、
四
四
八
～
四
七
二
頁
）

「
神
秀
得
度
受
戒
年
代
考
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
第
一
輯
、
鳳
凰
傳
媒

股
份
有
限
公
司
・
江
蘇
人
民
出
版
社
（
南
京
）、
二
〇
一
五
年
四
月
、

二
五
六
～
二
七
五
頁
）：『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
一
号
所
載
論

文
の
中
国
語
訳

ʻV
inaya and the C

han School

：H
īnayāna precepts and 

bodhisattva precepts, Buddhism
 in the city and Buddhism

 
in the m

ountains, religion and the stateʼ

（T
ranslated by 

Eric M
. Greene, Studies in Chinese R

eligions, 1, the Institute 
for W

orld R
eligions at the C

hinese A
cadem

y of Social 

Sciences and the T
aylor &

 Francis Group 

（Routledge

）, 
pp.105-130, 05 Jun 2015

）

「
最
澄
と
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
」（
大
久
保
良
峻
先
生
還
暦
記
念
論
文
集

刊
行
会
『
天
台
・
真
言　

諸
宗
論
攷
』
大
久
保
良
峻
先
生
還
暦
記
念
論

文
集
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
二
十
五
日
、
ペ
ー
ジ
数

未
定
）

〈
そ
の
他
〉

「
文
化
の
爛
熟
と
禅
（
上
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

四
一
」（『
禅
文
化
』

二
三
五
、二
〇
一
五
年
一
月
二
十
五
日
、
一
二
三
～
一
三
〇
頁
）

「
文
化
の
爛
熟
と
禅
（
中
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

四
二
」（『
禅
文
化
』

二
三
七
、二
〇
一
五
年
七
月
二
十
五
日
、
九
五
～
一
〇
四
頁
）

「
文
化
の
爛
熟
と
禅
（
下
）　

要
説
・
中
国
禅
思
想
史　

四
三
」（『
禅
文
化
』

二
三
八
、二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
十
五
日
、
一
二
四
～
一
三
三
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
・
韓
・
中
国
際
仏
教
学
術
大
会
（
幹
事
・

編
集
委
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
（
役
員
）
／
日
本
印
度
学
仏
教

学
会
（
会
員
）
／
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会
（
会
員
）

学
会
発
表
等

「
初
期
禪
宗
と
『
大
乘
起
信
論
』」（
二
〇
一
五
年
六
月
十
九
日
、
東
ア
ジ

ア
仏
教
学
術
大
会
第
四
回
学
術
大
会
、
扶
余
・
百
済
歴
史
文
化
館
）

「『
觀
心
論
』
と
『
修
心
要
論
』
の
成
立
と
そ
の
影
響
」（
二
〇
一
五
年

十
一
月
二
十
八
日
、
第
八
六
回
禅
学
研
究
会
学
術
大
会
、
花
園
大
学
・
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栽
松
館
三
階
大
会
議
室
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
世
界
の
諸
地
域
に
お
け
る
仏

教
の
哲
学
的
社
会
学
的
研
究
」
研
究
代
表
者

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
仏
教
思
想
に
見
る
日
本
・
中

国
・
韓
国
の
共
通
性
と
差
異
」
研
究
代
表
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑦
（
Ⅰ
部
、
通
年
）

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

仏
教
文
献
を
読
む
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

仏
教
文
献
を
読
む
Ｂ
（
Ⅰ
部
、
秋
学
期
）

禅
の
思
想
（
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

天
台
の
思
想
（
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
中
国
仏
教
入
門
」（
七
月
八
日
、
一
時
限
／
七
月
四
日
、
七
時

限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
禅
思
想
入
門
」（
十
一
月
四
日
、
一
時
限
／
一
月
九
日
、
六
時

限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）
一
回
担
当

「
修
行
と
悟
り
─
禅
は
心
と
体
を
ど
う
見
る
か
」（
六
月
三
日
、

七
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
四
回
担
当

「
中
国
の
近
代
化
と
仏
教
」（
十
月
七
日
、
七
時
限
）

「
近
代
に
お
け
る
禅
の
再
発
見
─
鈴
木
大
拙
、
胡
適
、
和
辻
哲

郎
─
」（
十
二
月
十
六
日
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）

二
回
担
当

「
中
国
仏
教
と
は
何
か
」（
六
月
二
十
七
日
、
六
時
限
）

「
中
国
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
六
月
二
十
八
日
、
六
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

「
哲
学
館
の
後
継
者
た
ち
の
活
躍
─
境
野
黄
洋
、
高
嶋
米
峰
な

ど
」（
十
一
月
七
日
、
五
時
限
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
１
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）
一
回
担
当

「
修
行
と
悟
り
─
禅
は
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
を
ど
う
み

る
か
─
」（
六
月
十
一
日
、
五
時
限
）

大
学
院
：
中
国
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
後
期
課
程
）
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〈
学
外
担
当
科
目
〉

「
東
洋
哲
学
特
殊
問
題
３
」（
春
学
期
、
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
）

「
東
洋
哲
学
特
殊
問
題
４
」（
秋
学
期
、
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
）

「
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
特
殊
講
義
・
中
国
禅
文
献
講
読
」（
秋
学
期
、
東
京

大
学
文
学
部
・
人
文
社
会
系
研
究
科
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
部
内
自
己
点
検
・
評
価
委
員
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
所
長
、
東

洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

○
社
会
的
活
動

講
演
「
ブ
ッ
ダ
か
ら
禅
へ
─
仏
教
の
本
質
と
意
義
」（
二
〇
一
五
年
十
一

月
七
日
、
哲
学
堂
祭
記
念
講
演
、
哲
学
堂
公
園
内
宇
宙
館
）

　
（
公
益
財
団
法
人
）
中
村
元
東
方
研
究
所
兼
任
研
究
員

岩
井　

昌
悟

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
井
上
円
了
の
教
育
と
仏
教
─
教
育
は
勅
語
に
基
づ
き
、
宗
教
は
仏
教
を

取
る
─
」（
単
著
、『
国
際
井
上
円
了
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
五
年
三

月
三
十
一
日
、
一
二
二
～
一
三
二
頁
）

〈
学
会
発
表
等
〉

「
不
邪
婬
戒
再
考
─
風
俗
通
い
は
許
さ
れ
る
？
」（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
六
六
回
学
術
大
会
、
九
月
十
九
日
、
高
野
山
大
学
）

学
会
参
加

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
六
回
学
術
大
会
（
高
野
山
大
学
）
に
参
加
、

二
〇
一
五
年
九
月
十
九
日
～
九
月
二
十
日

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本

佛
教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
パ
ー
リ
学
仏
教
文

化
学
会
（
普
通
会
員
）、
日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
会
（
会
員
）
／
国
際
井
上

円
了
学
会
（
理
事
・
副
会
長
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
仏
教
思
想
に
見
る
日
本
・
中

国
・
韓
国
の
共
通
性
と
差
異
」
の
研
究
分
担
者

「
般
若
経
の
教
理
・
儀
礼
・
実
践
の
総
合
的
研
究
」〈
東
洋
大
学
東
洋
学
研

究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
研
究
分
担
者
〉

「『
八
千
頌
般
若
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
言
語
索
引
の
構
築
」〈
科
学
研
究

費
助
成
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
研
究
分
担
者
〉

「
イ
ン
ド
の
死
生
観
の
研
究
─
聖
典
・
聖
地
・
都
市
構
造
に
み
る
イ
ン
ド

の
死
生
観
─
」〈
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
井
上
円

了
研
究
助
成
二
〇
一
三
年
度
～
二
〇
一
五
年
度:

研
究
分
担
者
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
長

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
⑤
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）
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初
期
仏
教
の
思
想
（
Ⅱ
部
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅳ
Ａ
（
Ⅰ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
Ａ
（
Ⅰ
部
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「
初
期
仏
教
と
は
何
か
」（
四
月
十
八
日
、
六
時
限
）

「
初
期
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
四
月
二
十
五
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
初
期
仏
教
入
門
─
ニ
カ
ー
ヤ
・
阿
含
・
律
」（
五
月
二
十
七
日
、

一
時
限
／
五
月
二
十
三
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
初
期
仏
教
入
門
─
ア
ビ
ダ
ル
マ
」（
十
月
十
四
日
、
一
時
限
／

十
月
十
七
日
、
七
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
仏
教
の
身
体
論
」（
五
月
二
十
日
、
七
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ａ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春

学
期
）
二
回
担
当

「
日
本
を
ど
う
考
え
る
の
か
─
井
上
円
了
の
忠
と
孝
」（
五
月

十
六
日
、
五
時
限
）

「
井
上
円
了
の
教
育
と
仏
教
─
教
育
は
勅
語
に
基
づ
き
、
宗
教

は
仏
教
を
取
る
」（
六
月
十
三
日
、
五
時
限
）

全
学
総
合
Ｉ
Ａ
一
回
担
当

「
初
期
仏
教
に
お
け
る
正
義
と
自
由
」（
七
月
十
六
日
、
五
時
限
）

大
学
院
：
初
期
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
一
ユ

ニ
ッ
ト
長

川
崎　

ミ
チ
コ

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

〈
敬
惜
字
紙
に
つ
い
て
丨
森
島
中
良
・
瀧
澤
馬
琴
の
敬
惜
字
紙
丨
〉『
東
洋

思
想
文
化
』（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
六
十
八
集　

東
洋
思
想
文
化

学
科
篇
Ⅱ
・
二
〇
一
五
年
二
月
二
十
八
日
、
一
四
〇
〜
一
五
八
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

仏
教
史
学
会
（
会
員
）・
日
本
中
国
学
会
（
会
員
）・
道
教
学
会
（
理
事
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
文
学
特
講
Ⅱ
①
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
学
演
習
Ⅲ
①
・
中
国
文
学
講
読
①
（
Ⅰ
部
）

中
国
文
献
読
解
法
（
Ⅰ
部
）



─ 61 ─

中
国
文
献
学
概
論
（
Ⅰ
部
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
（
Ⅱ
部
）

漢
文
訓
読
法
（
Ⅱ
部
）

中
国
の
古
典
（『
史
記
』
Ⅱ
部
春
学
期
・『
孟
子
』
Ⅱ
部
秋
学
期
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
敦
煌
学
入
門
１ 
─
敦
煌
文
献
と
は
何
？
」（
六
月
十
七
日
、

一
時
限
／
六
月
二
十
日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
敦
煌
学
入
門
２ 

─
十
王
思
想
文
献
を
中
心
に
」（
十
一
月

十
一
日
、
一
時
限
／
十
一
月
二
十
一
日
、
七
時
限
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

図
書
館
運
営
委
員
会
委
員
・
障
が
い
学
生
支
援
委
員
会
委
員
・
図
書
館
図

書
選
書
担
当
（
学
部
内
）

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究

員

○
社
会
的
活
動

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
公
開
展
示
「
旅
に
出
よ
う
！
─
む
か
し
む
か
し
の

旅
か
ら
現
代
の
た
び
も
の
が
た
り
─
」：「
あ
の
世
へ
の
旅
」
展
示
資
料

解
説
及
び
ミ
ニ
講
座
担
当
（
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
日
・
於
一
二
五
記

念
ホ
ー
ル
）

坂
井　

多
穂
子

○
研
究
活
動

〈
著
書
〉

・『
越
境
す
る
哲
学
─
─
体
系
と
方
法
を
求
め
て
』（
共
著
、
村
上
勝
三

主
編
。「
第
２
部　

方
法
に
よ
る
越
境
の
試
み
と
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン

の
技
法
」
の
中
の
、「
中
国
古
典
文
学
の
場
合
」
を
執
筆
。
一
七
一
～

一
八
二
頁　

春
風
社　

二
〇
一
五
年
一
二
月
）

・『
エ
コ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー　

─
─
環
境
へ
の
感
度
を
拡
張
す
る
た
め
に
』

（
共
著
、
山
田
利
明
・
河
本
英
夫
編
著
。「
Ⅲ　

文
化
的
環
境
」
の
中
の
、

「
城
外
に
詠
う
詩
人
─
─
中
国
の
山
水
田
園
詩
」
を
執
筆
。
一
八
五
～

一
九
六
頁　

春
風
社　

二
〇
一
五
年
九
月
）

〈
そ
の
他
〉

・「
近
体
詩
の
作
法
─
─
分
類
詩
集
・
詩
語
・
詩
格
書
」（『
南
宋
江
湖

の
詩
人
た
ち 

中
国
近
世
文
学
の
夜
明
け
』
勉
誠
出
版　

ア
ジ
ア
遊
学

一
八
〇  

一
五
四
～
一
五
九
頁　

二
〇
一
五
年
三
月
）

・「
中
華
文
人
の
ユ
ー
モ
ア
─
─
抒
情
を
壊
す
詩
人
」（『
改
革
者
』
二
月

号 

四
八
～
四
九
頁　

二
〇
一
五
年
二
月　

政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

〈
講
演
・
学
会
発
表
〉

・
講
演
「
香
と
文
人
」（
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
主
催　

最
終
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

二
〇
一
五
年
一
二
月
五
日
）

・
講
演
「
唐
宋
士
大
夫
与
“
滑
稽
”
─
─
以
白
居
易
、
梅
尭
臣
、
周
紫
芝

為
中
心
」（
中
国 

南
京
大
学
仙
林
校
区　

二
〇
一
五
年
九
月
九
日
）

・「
方
法
の
越
境
性
、
あ
る
い
は
越
境
の
方
法
」
検
討
会
（
村
上
勝
三
・
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沼
田
一
郎
・
坂
井
多
穂
子　

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
二

ユ
ニ
ッ
ト
第
三
回
「
方
法
論
」
研
究
会  

二
〇
一
五
年
二
月
一
七
日
）

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会
〉

・
日
本
宋
代
文
学
学
会
「
第
二
回
大
会
」
開
催
（
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン

パ
ス
「
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
」
二
〇
一
五
年
五
月
三
〇
日
）

〈
調
査
活
動
〉

・
中
国
江
蘇
省
南
京
市
・
常
州
市
へ
の
唐
宋
旧
跡
調
査
（
東
洋
学
研
究
所

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
に
よ
る
。
二
〇
一
五
年
九
月
七
日
～
同
月
一
二

日
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
大
会
委
員
会
委
員
）
／
中
唐
文
学
会
（
会
員
）
／
日

本
宋
代
文
学
学
会
（
評
議
員
）
／
白
山
中
国
学
会
（
会
計
委
員
・
理
事
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
二
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員
・
運
営
委
員

東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（T
IEPh

）
自
然
観
探
求
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ
ン
ド
、

中
国
に
お
け
る
共
生
的
精
神
文
化
の
諸
相
」（
研
究
代
表
者
：
山
崎
甲
一
）

研
究
分
担
者

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
語
Ⅰ
Ｃ
・
Ⅰ
Ｄ

中
国
文
学
演
習
Ⅱ

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
Ａ
Ｂ

中
国
文
学
演
習
Ⅲ

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ

中
国
学
研
究
法
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ

漢
文
訓
読
法
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
唐
代
文
学
入
門
─
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
李
白
と
リ
ア
リ
ス
ト
の

杜
甫
」（
六
月
二
十
四
日
、
一
時
限
／
六
月
一
三
日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
宋
代
文
学
入
門
─
楽
天
家
の
蘇
軾
と
愛
妻
家
の
陸
游
」（
十
月

二
一
日
、
一
限
／
十
月
二
四
日
、
七
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
中
国
文
学
と
身
体
─
纏
足
に
み
る
女
性
観
」（
四
月
二
二
日
、

七
時
限
）

全
学
総
合
講
義
「
哲
学
へ
の
誘
い
」
一
回
担
当
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「
こ
こ
ろ
と
身
体
④　

纏
足
に
み
る
女
性
観
」（
六
月
一
八
日
、

五
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
文
学
特
論
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
語
学
研
究
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
（
博
士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

全
学
入
試
委
員
会
委
員
／
文
学
部
外
国
語
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋

学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大

学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（T

IEPh

）

研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
・
研
究
員

小
路
口　

聡

○
研
究
活
動

〈
翻
訳
〉

「
王
畿
『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
訳
注　

其
十
九
」　
『
白
山
中
国
学
』
通
巻

二
一
号　

二
〇
一
五
年
三
月　

三
五
～
六
五
頁　

＊
吉
田
公
平
・
早
坂

俊
廣
・
鶴
成
久
章
・
内
田
健
太
と
共
著

「
王
畿
『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
訳
注　

其
二
〇
」　
『
東
洋
古
典
學
研
究
』

第
四
〇
集　

二
〇
一
五
年
十
月　

五
一
～
七
八
頁　

＊
吉
田
公
平
・
早

坂
俊
廣
・
鶴
成
久
章
・
内
田
健
太
と
共
著

〈
学
会
発
表
等
〉

「
王
畿
の
良
知
心
学
と
講
学
活
動
─
─「
交
脩
の
益
」に
つ
い
て
─
─
」（
科

研
成
果
発
表
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
王
畿
の
良
知
心
学
と
明
末
の
講
学

活
動
」、
東
洋
大
学
、
二
〇
一
五
年
八
月
二
三
日
）

「
江
戸
期
に
お
け
る
漢
学
者
た
ち
の
人
間
観
の
特
色
─
─
中
国
と
の
比
較

─
─
」（
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
１
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

二
〇
一
五
年
八
月
二
十
六
日　

司
会
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）、
白
山
中
国
学
会
（
理
事
・
編
集
委
員
）、
中

国
文
史
哲
研
究
会
（
会
員
）、
東
洋
古
典
學
研
究
会
（
会
員
）、
国
際
井

上
円
了
学
会
（
会
員
）、

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
王
畿
の
良
知
心
学
と
明
末
の
講
学
活
動
に
関
す
る
発
展
的
研
究
」（
文
科

省
科
学
研
究
費
［
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
研
究
代
表
者

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
一
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員
・
運
営
委
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑩
Ａ
Ｂ
／
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
①（
Ⅰ
部
）

中
国
学
概
論
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
哲
学
特
講
Ａ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
哲
学
研
究
法
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
Ⅰ
部

　

代
表
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「
ガ
イ
ダ
ン
ス
説
明　

コ
ー
ス
説
明
（
中
国
）」（
Ⅰ
部 

四
月
九

日
、
一
時
限
／
Ⅱ
部 

四
月
二
十
日
六
時
限
）

「
儒
教
思
想
入
門 

─ 

人
間
の
本
性
は
善
か
、
悪
か
？
」（
Ⅰ
部

日
、
一
時
限
／
Ⅱ
部 

七
月
十
五
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
Ⅰ
部

　

代
表

「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」（
Ⅰ
部　

九
月
二
十
四
日
、
一
時
限
）

「
朱
子
学
入
門 
─
─ 
聖
人
、
学
ん
で
至
る
べ
し
」（
Ⅰ
部　

十
一
月
二
十
五
日
、
一
時
限
／
Ⅱ
部　

十
二
月
五
日
、
六
時

限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
儒
教
の
身
体
論
」（
六
月
十
七
日
、
七
時
限
）

大
学
院
：
中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
前
期
課
程
）

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
博
士
後
期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

第
一
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
長
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東

洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

沼
田　

一
郎

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
イ
ン
ド
古
代
法
の
場
合
」
単
著
、
村
上
勝
三
編
『
越
境
す
る
哲
学
』
春

風
社
二
〇
一
五
年
十
一
月
三
〇
日
、
一
五
九
～
一
七
〇
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
・
英
文
叢
書
委
員
会
委
員
）
／
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
（
評
議
員
・
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
ア
ジ

ア
法
学
会
（
会
員
）
／
国
際
井
上
円
了
学
会
（
会
員
）
／

研
究
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
・
特
別
講
義

「
イ
ン
ド
宗
教
に
見
る
〈
共
生
〉
の
歴
史
と
可
能
性
」（
東
洋
大
学
東
洋

学
研
究
所
研
究
発
表
会
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
五
日
、
東
洋
大
学
白
山

キ
ャ
ン
パ
ス
）

〈
研
究
・
調
査
活
動
〉

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
運
営
委
員
・
第
二
ユ
ニ
ッ
ト
長
・
研
究
員

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
イ
ン
ド
の
死
生
観
の
研

究
─
聖
典
・
聖
地
・
都
市
構
造
に
み
る
イ
ン
ド
の
死
生
観
」
研
究
分
担
者

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ

ン
ド
、
中
国
に
お
け
る
共
生
的
精
神
文
化
の
諸
相
」
研
究
分
担
者
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○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
読
む
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

古
代
イ
ン
ド
の
社
会
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
①
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
古
典
哲
学
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

日
本
の
宗
教
を
歩
く
（
集
中
講
義
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
一
回

担
当

「
イ
ン
ド
思
想
入
門
Ⅰ
」（
四
月
二
十
二
日
、
一
時
限
／
四
月

二
十
五
日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
一
回

担
当

「
イ
ン
ド
社
会
論
入
門
─
カ
ー
ス
ト
社
会
の
在
家
と
出
家
」（
一

月
六
日
、
一
時
限
／
1
月
一
六
日
、
七
時
限
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
身
体
観
」（
四
月
一
五
日
、
七
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
近
代
化
と
イ
ン
ド
の
伝
統
思
想
」（
九
月
三
〇
日
、
七
時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
一
回
担
当

「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
」（
六
月
二
〇
日
、
六
時
限
）

全
学
総
合
Ｉ
Ａ
一
回
担
当

「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
実
践
倫
理
」（
七
月
九
日
）

総
合
Ⅷ
Ａ　

日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
─
井
上
円
了
の
哲
学

と
実
践
─
（
校
友
会
寄
附
講
座
）「
第
九
回　

井
上
円
了
の

外
道
哲
学　

─
日
本
の
イ
ン
ド
学
の
曙
─
」（
二
〇
一
四
年

六
月
十
三
日
）

大
学
院
：
イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅰ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
前
期
課
程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
後
期

課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

「
イ
ン
ド
学
各
論
」（
集
中
講
義
、
東
北
大
学
文
学
部
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

第
Ⅱ
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
長
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運

営
委
員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
『
東
洋
学
研
究
』
編
集
委
員
／
国

際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
・
研
究
員

○
社
会
的
活
動

模
擬
講
義

出
張
講
義
「『
夢
ナ
ビ
ラ
イ
ブ
』
に
て
模
擬
講
義
」（
二
〇
一
五
年
七
月

十
一
日　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

野
間　

信
幸

○
研
究
活
動

〈
著
書
（
翻
訳
書
）〉

『
台
湾
新
文
学
史
』
上
・
下
巻
（
陳
芳
明
著
）、
東
方
書
店
、（
共
訳
、

二
〇
一
五
年
十
二
月
十
五
日
、
上
巻
一
～
一
八
六
頁
、
下
巻
「
解
説
」



─ 66 ─

四
二
四
～
四
三
二
頁
・「
索
引
」（
共
訳
者
と
の
共
同
作
業
）
全
七
三
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）
／
日
本
台
湾
学
会
（
学
会
報
編
集
委
員
）
／

天
理
台
湾
学
会
（
理
事
） 

／
日
本
現
代
中
国
学
会
（
会
員
）
／
白
山
中

国
学
会
（
会
長
）
／
中
国
文
芸
研
究
会
（
会
員
）

学
会
活
動
・
参
加
等

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
（
平
成
二
六
年
度
）
第
一
二
回
公
開
研

究
例
会

王
浄
華
（
華
中
科
技
大
学
外
国
語
学
院
）
講
師
に
よ
る
講
演
「
中
国
に

お
け
る
日
本
文
学
教
育
の
現
状
と
課
題
─
─
華
中
科
技
大
学
を
事
例
と

し
て
」
の
司
会

白
山
中
国
学
会
第
八
回
発
表
大
会
（
東
洋
大
学
、
二
〇
一
五
年
三
月

二
十
一
日
）

日
本
台
湾
学
会
第
一
七
回
学
術
大
会
（
東
北
大
学
、
二
〇
一
五
年
五
月

二
十
三
日
）

白
山
中
国
学
会
第
九
回
発
表
大
会
（
東
洋
大
学
、
二
〇
一
五
年
七
月

二
十
五
日
）

天
理
台
湾
学
会
第
二
五
回
記
念
研
究
大
会
（
天
理
大
学
、
二
〇
一
五
年

六
月
二
十
八
日
）

簡
中
昊
氏
研
究
発
表
「
坂
口
䙥
子
の
台
湾
経
験
と
そ
の
「
蕃
地
」
作
品

へ
の
試
論
」
の
司
会

『
日
本
台
湾
学
会
報
』
第
十
七
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
三
十
日
刊
）
編

集
委
員

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
文
学
史
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
演
習
Ⅰ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学

期
）
一
回
担
当

「
円
了
の
台
湾
巡
講
─
南
船
北
馬
２
（
台
湾
巡
講
）」
十
月
十
七

日
東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
中
国
文
学
入
門
─
中
国
語
と
中
国
文
学
の
深
い
関
係
」（
五
月

二
十
日
、
一
時
限
／
五
月
十
六
日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
中
国
現
代
文
学
入
門
─
近
代
文
化
人
の
傷
痕
」（
十
月
二
十
八

日
、
一
時
限
／
十
一
月
七
日
、
七
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
近
現
代
台
湾
文
学
作
家
の
〝
学
歴
〟
形
成
─
─
張
文
環
と
鍾

理
和
」（
十
一
月
十
八
日
、
七
時
限
）

大
学
院
：‌�
中
国
文
学
特
論
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
・
中
国
語
学
研
究

Ⅰ
（
前
期
課
程
）
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中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
後
期
課
程
）

学
び
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
「
ク
イ
ズ
で
解
き
知
る
中
国
学
の
基
礎
知
識
～

中
国
を
学
ぶ
第
一
歩
」（
六
月
二
十
一
日
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

大
学
院
中
国
哲
学
専
攻
長
／
文
学
部
入
試
委
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ

ア
文
化
研
究
所
研
究
員

○
社
会
的
活
動

「
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
」
執
筆
『
自
立
へ
の
道
』
第
十
二
号
（
東
洋
大
学
就
職
・

キ
ャ
リ
ア
支
援
部
）

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
21
維
持
会
員

橋
本　

泰
元

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
ス
ィ
ク
教
祖
ナ
ー
ナ
ク
の
神
観
念
」（
単
著
、『
東
洋
思
想
文
化
』
第

二
号
〈「
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
六
八
集
〉、
二
〇
一
五
年
二
月

二
十
八
日
、
一
一
六
～
一
三
九
頁
）

「
イ
ン
ド
中
世
民
衆
思
想
に
お
け
る
死
生
観
─
ス
ィ
ク
教
祖
ナ
ー
ナ
ク
の

場
合
─
」（
単
著
、『
東
洋
学
研
究
』
第
五
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
、

二
四
七
～
二
五
九
頁
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
佛
教
学
会
（
理
事
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本

南
ア
ジ
ア
学
会
（
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
イ
ン
ド
の
死
生
観
の
研
究
─
聖
典
・
聖
地
・
都
市
構
造
に
み
る
イ
ン
ド

の
死
生
観
─
」〈
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
井
上
円

了
研
究
助
成
二
〇
一
三
年
度
～
二
〇
一
五
年
度:

研
究
代
表
者
〉

「
多
言
語
重
層
構
造
を
な
す
イ
ン
ド
文
学
史
の
先
端
的
分
析
法
と
新
記
述
」

〈
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
［
基
盤
研
究
（
Ａ
）］
研
究
代
表

者
：
水
野
善
文
［
東
京
外
国
語
大
学
］
連
携
研
究
者
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員

〈
調
査
活
動
〉

イ
ン
ド
・
ヴ
リ
ン
ダ
ー
ヴ
ァ
ン
市
の
ク
リ
シ
ュ
ナ
信
仰
諸
派
の
死
生
観
の

実
地
調
査
（
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
一
〇
月
三
十
日
～
十
一

月
六
日
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
論
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
③
（
Ⅰ
部
）

仏
教
の
芸
能
（
秋
学
期
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）（
Ⅱ
部
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
聖
者
②
（
中
世
）」（
十
一
月

二
十
一
日
、
六
時
限
）
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「
ス
ィ
ク
教
と
聖
者
」（
十
一
月
二
十
八
日
、
六
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
二
大
叙
事
詩
に
み
る
人
間
観
」（
四
月
二
十
九
日
、
一
時
限
／

五
月
二
日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
入
門
─
そ
の
根
本
思
想
と
は
？
」（
十
一
月
四

日
、
一
時
限
／
十
一
月
十
四
日
、
七
時
限
）

文
学
部
伝
統
文
化
講
座
「
聲
明
講
演
」（
九
月
二
十
六
日
主
催
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋

学
期
）
一
回
担
当

「
哲
学
館
初
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色 
─ 

哲
学
を
如
何
に

教
育
す
る
の
か
」（
七
月
十
一
日
、
五
時
限
）

大
学
院
：
イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
前
期
課
程
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
（
後
期

課
程
）

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
学
部
：
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
（
総
合
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

文
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
委
員
会
委
員
長
／
自
然
科
学
委
員
会
委
員
／

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
・
運
営
委
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

○
社
会
的
活
動

団
体
役
員
等

（
特
財
）
大
法
輪
石
原
育
英
会
評
議
員

水
谷　

香
奈

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
阿
弥
陀
信
仰
と
弥
勒
信
仰
の
対
立
と
そ
の
背
景
─
基
撰
『
観
弥
勒
菩
薩

上
生
兜
率
天
経
賛
』
を
中
心
に
し
て
─
」（
単
著
、『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学

術
論
集
』
第
三
号
、
二
〇
一
五
年
二
月
、
一
五
九
頁
～
一
八
二
頁
）

「
基
撰
と
さ
れ
る
『
成
唯
識
論
別
抄
』
に
つ
い
て
」（
単
著
、『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
第
六
三
巻
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
一
九
五
～
一
九
九

頁
）

「
基
撰『
大
般
若
経
理
趣
分
述
讃
』の
思
想
と
日
本
の
密
教
文
献
へ
の
影
響
」

（
単
著
、『
東
洋
学
研
究
』
第
五
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
一
二
九
頁

～
一
四
〇
頁
）

「
道
倫
（
遁
倫
）
集
撰
『
瑜
伽
論
記
』
に
つ
い
て
─
基
撰
『
瑜
伽
論
略
纂
』

と
の
関
係
か
ら
」（
単
著
、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
四
巻
一
号
、

二
〇
一
五
年
十
二
月
、
一
八
六
～
一
九
一
頁
）

〈
学
会
発
表
〉

「
道
倫
（
遁
倫
）
集
撰
『
瑜
伽
論
記
』
に
つ
い
て
─
基
撰
『
瑜
伽
論
略
纂
』

と
の
関
係
か
ら
─
」（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
六
回
学
術
大
会
、

二
〇
一
五
年
九
月
十
九
日
、
高
野
山
大
学
）
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「『
瑜
伽
師
地
論
略
纂
』
と
『
瑜
伽
論
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
」（
東
洋
大

学
東
洋
学
研
究
所
研
究
発
表
例
会
、
二
〇
一
五
年
十
月
十
七
日
、
東
洋

大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

〈
そ
の
他
〉

韓
国
語
の
論
文
二
本
お
よ
び
論
評
二
本
を
翻
訳
し
た
。

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
六
回
学
術
大
会
（
高
野
山
大
学
、
二
〇
一
五

年
九
月
十
九
日
～
九
月
二
十
日
）
に
て
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
賞
を
受

賞
。

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
仏
教
思
想
学
会
（
会
員
）
／
日
本

宗
教
学
会
（
会
員
）
／
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
世
界
の
諸
地
域
に
お
け
る
仏

教
の
哲
学
的
社
会
学
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
伊
吹
敦
）
研
究
分
担
者

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
（
Ⅱ
部
、
通
年
）

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
（
Ⅰ
部
、
春
学
期
）

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
（
Ⅰ
部
、
秋
学
期
）

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅱ
（
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

念
仏
の
思
想
（
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）

東
洋
の
身
体
論
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
春
学
期
）
運
営
責
任

者
・
三
回
担
当

「
は
じ
め
に
」（
四
月
八
日
、
七
時
限
）

「
浄
土
思
想
と
身
体
」（
六
月
十
日
、
七
時
限
）

「
ま
と
め
」（
七
月
二
十
三
日
、
七
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
運
営
責
任

者
・
三
回
担
当

「
は
じ
め
に
」（
九
月
二
十
三
日
、
七
時
限
）

「
日
本
仏
教
の
近
代
化
─
井
上
円
了
『
仏
教
活
論
序
説
』
を
中

心
に
─
」（
十
一
月
十
一
日
、
七
時
限
）

「
ま
と
め
」（
一
月
十
三
日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二
回

担
当

「
日
本
仏
教
入
門
１
─
日
本
仏
教
の
歴
史
を
学
ぶ
」（
七
月
一
日
、

一
時
限
／
六
月
二
十
七
日
、
七
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二
回

担
当

「
日
本
仏
教
入
門
２
─
日
本
仏
教
の
特
色
を
学
ぶ
」（
十
二
月

十
六
日
、
一
時
限
／
十
一
月
二
十
八
日
、
七
時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二
回

担
当

「
日
本
仏
教
と
は
何
か
」（
五
月
二
十
三
日
、
六
時
限
）

「
日
本
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
六
月
十
三
日
、
六
時
限
）
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○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員

山
口　

し
の
ぶ

○
研
究
活
動

〈
論
文
〉

「
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
人
生
儀
礼
」『
東
洋
思
想
文
化
』第
二
号（
単
著
、

『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
六
八
集
〉
二
〇
一
五
年
二
月
二
十
八
日
、

九
四
～
一
一
五
頁
）

〈
著
書
〉

「
９
─
２
．
師
マ
ン
ダ
ラ
供
養
」『
ネ
パ
ー
ル
密
教
』（
立
川
武
蔵
編
著
、

春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
十
八
日
、
一
三
四
～
一
三
七
頁
）

「
９
─
３
．
ガ
タ
ー
ン
・
ム
ガ
」『
ネ
パ
ー
ル
密
教
』（
立
川
武
蔵
編
著
、

春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
十
八
日
、
一
三
八
～
一
四
一
頁
）

〈
報
告
・
そ
の
他
〉

「
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
と
仏
教
─
大
地
震
発
生
の
報
道
に
思
う
」『
在
家
仏
教
』

七
月
号
（
Ｖ
ｏ
ｌ
．
七
五
五
、
在
家
仏
教
協
会
、
二
〇
一
五
年
七
月
一

日
、
九
～
一
一
頁
）

〈
口
頭
発
表
〉

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
島
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
通
過
儀
礼
に
つ

い
て
─
生
後
３
ヶ
月
の
儀
礼
を
中
心
と
し
て
─
」（
日
本
印
度
学
仏
教

学
会
第
六
六
回
学
術
大
会
、
高
野
山
大
学
、
二
〇
一
五
年
九
月
十
九
日
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
会
員
）
／
南
ア

ジ
ア
学
会
（
和
文
雑
誌
編
集
委
員
・
会
員
）
／
日
本
佛
教
学
会
（
会
員
）

／
日
本
西
蔵
学
会
（
会
員
）
／
密
教
図
像
学
会
（
会
員
）
／
東
海
印
度

学
仏
教
学
会
（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
世
界
の
諸
地
域
に
お
け
る
仏

教
の
哲
学
的
社
会
学
的
研
究
」
研
究
分
担
者
（
研
究
代
表
者 

伊
吹
敦
）

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
般
若
経
の
教
理
・
儀
礼
・
実

践
の
総
合
的
研
究
」
研
究
分
担
者
（
研
究
代
表
者 

渡
辺
章
悟
）

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
研
究
員
）

〈
調
査
活
動
〉

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
バ
リ
島
に
お
け
る
宗
教
儀
礼
・
図
像
の
実
態
調
査
（
八

月
六
日
～
八
月
十
四
日
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
卒
論
指
導
⑧
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑧
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
③
（
Ⅱ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑧
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
③
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
Ⅱ
⑧
（
Ⅰ
部
）
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チ
ベ
ッ
ト
語
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）

「
東
洋
芸
術
文
化
入
門
１
─
仏
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
美
術
」（
六

月
六
日
、
六
時
限
／
六
月
十
日
、
一
時
限
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
一
回

担
当

「
東
洋
芸
術
文
化
入
門
２
─
東
南
ア
ジ
ア
の
芸
術
文
化
」（
十
二

月
二
日
、
一
時
限
／
十
二
月
十
二
日
、
六
時
限
））

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
あ
ゆ
み
（
Ⅰ
部
、
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

総
合
Ⅲ
Ｂ
「
東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
─
哲
学
基
礎
講
座
・

実
践
哲
学
講
座
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

「
イ
ン
ド
の
哲
学
と
現
代
社
会
」（
十
月
十
日
、
五
時
限
）

近
代
化
と
東
洋
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
、
秋
学
期
）
一
回
担
当

「
近
代
化
と
チ
ベ
ッ
ト
」（
十
月
十
四
日
、
七
時
限
）

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
は
何
か
」（
十
一
月
七
日
、
六
時
限
）

「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
十
一
月
十
四
日
、
六
時
限
）

総
合
Ⅷ
Ｂ
１
（
校
友
会
寄
附
講
座
）
一
回
担
当

「
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学
─
井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践 

─
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
「
哲
学
館
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ 

─ 

明
治
の
取
経
僧
・
河
口
慧
海
と
能
海
寛
」）
十
一
月
十
四
日
、

五
時
限
）

全
学
総
合
Ⅰ
Ａ
１
「
哲
学
へ
の
誘
い
」（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

一
回
担
当

「
世
界
と
自
己 

─ 

密
教
の
マ
ン
ダ
ラ
に
お
け
る
世
界
と
自
己
」

（
五
月
二
十
一
日
）

大
学
院
：
イ‌�

ン
ド
仏
教
研
究
Ⅳ
Ａ
・
Ｂ
、
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
前

期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
、
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
（
後

期
課
程
）

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
総
合
科
目
運
営
員
会
委
員
／
東
洋
大
学
文
学
部
予
算
委
員
会
委

員
／
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
研
究
員
／
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究

所
研
究
員
／
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

○
社
会
的
活
動

東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
九
月
二
十
七
日
～

十
二
月
二
十
日
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）

山
田　

利
明

〇
研
究
活
動

〈
共
編
著
〉

『
エ
コ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』（
河
本
英
夫
と
共
編
・
春
風
社
・
二
〇
一
五
年

四
月
）

〈
論
文
〉

「
火
で
浣
う
布
─
火
浣
布
始
末
─
」（『
國
學
院
中
国
学
会
報
』
六
〇
輯
・
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二
〇
一
五
年
一
月
）

〈
書
評
〉

三
浦
国
雄
編
『
術
の
思
想
─
醫
・
長
生
・
呪
・
交
霊
・
風
水
』（
日
本
道

教
学
会
『
東
方
宗
教
』
一
二
五
号
・
二
〇
一
五
年
五
月
）

坂
出
祥
伸
著
『
響
き
あ
う
身
体
・「
気
」
の
自
然
観
・
冥
想
法
・
占
術
』（
東

方
書
店
『
東
方
』
四
一
四
号
・
二
〇
一
五
年
七
月
）

〈
そ
の
他
〉

『
人
物
で
見
る
東
洋
大
学
─
東
洋
大
学
人
物
列
伝
』（『
井
上
円
了
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
』
11
・
二
〇
一
五
年
三
月
）

「
食
料
自
給
率
」（『
エ
コ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
春
風
社
・
前
掲
書
）

〈
講
演
・
研
究
発
表
〉

「
六
朝
道
教
と
仏
教
」（
六
朝
学
術
学
会
・
於
二
松
学
舎
大
学
・
二
〇
一
五

年
六
月
）

「
道
教
神
像
の
出
現
」（
日
本
タ
オ
イ
ズ
ム
協
会
・
福
岡
英
彦
山
・

二
〇
一
五
年
七
月
）

〈
学
会
活
動
〉

所
属
学
会
・
役
職

日
本
中
国
学
会
（
会
員
）、
日
本
道
教
学
会
（
理
事
）、
日
仏
東
洋
学
会

（
会
員
）、The Society for the Study of Chinese Religion

（
会
員
）

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

東
洋
大
学
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
学
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
機
構
長
）

〇
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
Ａ
／
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ
Ａ
／
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

中
国
哲
学
史
Ａ
／
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

東
洋
芸
術
文
化
特
構
Ⅰ
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

総
合
Ⅰ
Ａ
／
Ｂ
（
Ⅰ
部
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
／
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）
各
期
２
回
担

当
前
期
「
中
国
哲
学
入
門
─
天
の
思
想
と
人
の
あ
り
方
」

後
期
「
道
家
思
想
入
門
─
無
と
自
然
」

大
学
院
：
中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ
（
以
上
後
期
課
程
）

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ

中
国
哲
学
研
究
Ⅰ

中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ
（
以
上
前
期
課
程
）

〇
大
学
学
部
管
理
運
営

大
学
院
文
学
研
究
科
長

〇
社
会
的
活
動

一
般
社
団
法
人
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
理

事
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渡
辺　

章
悟

○
研
究
活
動

〈
著
書
〉

『
般
若
経
大
全
』
共
編
著
、
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
一
月
、
全
五
一
五
頁
。

〈
論
文
〉

Possibility of V
iew

 on N
ature of Buddhism

, Proceedings of 
International Congress of A

sian and N
orth A

frican Studies 

（IC
A

N
A

S 38

）, U
LU

SLA
R

A
R

A
SI A

SY
A

 V
E

 K
U

ZE
Y

 
A

FRI

4K
A

 ÇA
LIŞM

A
LA

RI K
O

N
GRESI

4 

（10-15 EY
LÜ

L 2007 
A

N
K

A
RA

）, 2015.1.6. pp.709-716, http://w
w

w
.ayk.gov.tr/

baglantilar/icanas-38/

「
六
国
史
に
見
る『
般
若
心
経
』の
受
容
と
展
開
」『
東
洋
思
想
文
化
』二
号
、

東
洋
大
学
文
学
部
東
洋
思
想
文
化
学
科
編
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）

三
月
、
二
一
～
三
六
頁
。

〈
学
会
発
表
〉

・
研
究
発
表

T
he 16

th Congress of the International Sanskrit Studies, 
U

niversity Silpakorn Bangkok June 28-July 1, 2015

に

参

加
、Som

e Q
uestions C

oncerning the T
itle of the P

ra-
jñāpāram

itā-hr

4daya

［-sūtra

］
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
発
表
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
形
成
と
展
開
」（
鶴
見
大
学

仏
教
学
研
究
所
、
台
湾
仏
光
山
大
学
仏
教
研
究
セ
ン
タ
ー
共
催
）
鶴
見

大
学
会
館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
、
二
〇
一
五
年
七
月
五
日
（「
菩
薩
と
三
乗
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
発
表
）

「
初
期
大
乗
経
典
に
於
け
るvikalpa

批
判
─
般
若
経
を
中
心
と
し
て
」

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
六
回
学
術
大
会
、
パ
ネ
ル
Ｅ
の
テ
ー
マ

「
煩
悩
の
根
源
を
め
ぐ
っ
て
─
「vikalpa

（
分
別
）
とprapañca

（
戯

論
）」
に
お
け
る
発
表
（
榎
本
文
雄
・
代
表
）、
和
歌
山
県
・
高
野
山
大

学
、
二
〇
一
五
年
九
月
二
〇
日

〈
特
別
講
義
〉

「
般
若
経
へ
の
誘
い
─
空
と
悟
り
の
智
慧
を
読
み
解
く
」（
大
乗
仏
教
経
典

講
座
：
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
横
浜
）
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
九
日
、
ル
ミ

ネ
横
浜
八
階

〈
講
演
〉

「
大
乗
仏
教
の
菩
薩
と
は
」（
東
京
国
際
仏
教
塾
、
東
京
大
学
仏
青
会
館
、

二
〇
一
五
年
五
月
三
〇
日
）

「
死
後
に
︿
ソ
ナ
エ
﹀
る
十
三
仏
信
仰
─
終
活
と
い
う
視
点
か
ら
見
る

十
三
仏
信
仰
─
」
第
二
一
回
愛
宕
薬
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
智
山
教
化
セ
ン

タ
ー
、
智
山
伝
法
院
、
二
〇
一
五
年
九
月
一
〇
日
））

「
般
若
経
入
門
」
黄
檗
勉
強
会
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
六
日
、
墨
田
区
黄

檗
宗
弘
福
寺

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
第
二
回
・
精
神
性
に
於
け
る
瞑
想
の
効
果
」
の
企
画
、

司
会
「（
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
）
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
日

〈
そ
の
他
〉

書
評
：「
田
中
公
明
著
『
般
若
学
入
門
─
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
わ
る
現
観
荘
厳

論
の
教
え
』」『
東
方
』
第
三
〇
号
、
中
村
元
東
方
研
究
所
、
二
〇
一
五
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年
三
月
、
二
一
二
～
二
一
三
頁

「
大
乗
仏
教
の
菩
薩
と
は
」『
佛
教
文
化
』
第
一
七
六
号
、
二
〇
一
五
年
八

月
一
〇
日
、
二
～
七
頁

「
東
洋
大
学
に
お
け
る
東
洋
哲
学
の
伝
統
と
現
在
」　
（
研
究
室
便
り
）『
東

方
学
会
報
』
№
一
〇
九
、二
〇
一
五
年
一
二
月
、
二
一
～
二
三
頁

〈
学
会
活
動
〉

・
所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
理
事
・
評
議
員
・
企
画
編
集
委
員
）
／
仏
教

思
想
学
会
（
理
事
・
評
議
員
）
／
日
本
西
蔵
学
会
（
委
員
）
／
（
般
財
）

東
方
学
会
（
地
区
委
員
・
会
員
）
／
日
本
宗
教
学
会
（
評
議
員
）
／
日

本
佛
教
学
会
（
会
員
）
／
（
公
財
）
東
方
研
究
会
（
兼
担
研
究
員
）
／

東
ア
ジ
ア
仏
教
学
会
（
会
員
）
／
国
際
仏
教
学
会IA

BS

（
会
員
）

・
学
会
参
加
等

比
較
思
想
学
会
第
四
二
回
学
術
大
会
に
参
加
、
東
洋
大
学
白
山
校
舎
五

号
館
、
二
〇
一
五
年
六
月
一
二
・
一
三
日
（
研
究
発
表
の
司
会
）

仏
教
思
想
学
会
第
三
一
回
学
術
大
会
、
筑
波
大
学
、
二
〇
一
五
年
七
月

十
一
日
（
理
事
会
・
研
究
発
表
会
（
司
会
）
に
参
加

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
六
回
学
術
大
会
に
参
加
、
パ
ネ
ル
発
表
、

高
野
山
大
学
、
二
〇
一
五
年
九
月
十
九
日
～
二
十
日
（
理
事
と
し
て
理

事
会
に
も
参
加
）

〈
調
査
活
動
〉

「
井
上
円
了
の
足
跡
の
調
査
」
五
島
市
・
福
江
町
、
井
上
円
了
研
究
セ
ン

タ
ー
の
出
張
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
一
三
日
～
一
五
日

〈
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
〉

「
般
若
経
の
教
理
・
儀
礼
・
実
践
の
総
合
的
研
究
」〈
東
洋
大
学
東
洋
学
研

究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
研
究
代
表
者
〉

「『
八
千
頌
般
若
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
言
語
索
引
の
構
築
」〈
科
学
研
究

費
助
成
（
基
盤
研
究
C
）
研
究
代
表
者
〉

東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
：
村
上
勝
三
［
東
洋

大
学
］）
第
三
ユ
ニ
ッ
ト
「
課
題
・
多
文
化
共
生
社
会
の
思
想
基
盤
研
究
」

に
所
属
し
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
多
文
化
・
多
宗
教
共
生
の
研
究
を
行

う
。
副
セ
ン
タ
ー
長
。

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
仏
教
思
想
に
見
る
日
本
・
中

国
・
韓
国
の
共
通
性
と
差
異
」
研
究
代
表
者
伊
吹
敦
、
研
究
分
担
者
）

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
世
界
の
諸
地
域
に
お
け
る
仏

教
の
哲
学
的
社
会
学
的
研
究
」
研
究
代
表
者
伊
吹
敦
、
研
究
分
担
者

「
バ
ウ
ッ
ダ
コ
ー
シ
ャ
・
仏
教
用
語
の
『
日
英
基
準
訳
語
集
』
構
築
に
向

け
て
の
総
合
的
研
究
」（
文
科
省
科
学
研
究
費
［
基
盤
研
究
（
Ａ
）］、

研
究
代
表
者
・ 

斎
藤
明
［
東
京
大
学
］、
研
究
分
担
者
）

○
教
育
活
動

〈
学
内
担
当
科
目
〉

学　

部
：
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
）

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅰ
（
Ⅱ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
④
（
Ⅰ
部
）

イ
ン
ド
学
仏
教
学
演
習
（
Ⅱ
部
）
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文
学
部
総
合
科
目
Ⅰ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
共
通
）

・
東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
春
学
期
）
二

回
担
当

「
大
乗
仏
教
入
門
一
─
大
乗
仏
教
は
ブ
ッ
ダ
の
説
な
の
か
─
」

（
二
〇
一
五
年
六
月
三
日
、
一
時
限
／
五
月
三
〇
日
、
七
時

限
）

・
東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ｂ
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
、
秋
学
期
）
二

回
担
当

「
大
乗
仏
教
入
門
二
─
大
乗
仏
教
を
貫
く
も
の
─
」（
二
〇
一
五

年
六
月
一
〇
日
、
一
時
限
／
二
〇
一
五
年
六
月
十
三
日
、
七

時
限
）

・
宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
・
Ｂ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）
二

回
担
当

「
大
乗
仏
教
と
は
何
か
」（
五
月
二
日
、
六
時
限
）

「
大
乗
仏
教
に
お
け
る
聖
者
」（
五
月
九
日
、
六
時
限
）

・
総
合
Ⅷ
Ａ
・
Ｂ
（
校
友
会
寄
附
講
座
、
Ⅰ
・
Ⅱ
部
乗
り
入
れ
）

運
営
責
任
者
な
ら
び
に
六
回
の
授
業
担
当

「
井
上
円
了
の
生
涯
を
か
け
た
熱
き
戦
い
─
最
後
の
著
作
『
奮

闘
哲
学
』に
よ
る
─
」（
二
〇
一
五
年
一
月
一
七
日
、
五
時
限
）

「
講
座
の
ま
と
め
・
平
常
試
験
」（
二
〇
一
五
年
一
月
二
一
日
、

五
時
限
）

「
井
上
円
了
は
何
を
目
指
し
、
何
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
か
─

そ
の
生
涯
と
実
践
」（
四
月
十
一
日
、
五
時
限
）

「
井
上
円
了
が
受
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
─
円
了
は
海
外

で
何
を
見
、
何
を
考
え
た
の
か
─
」（
五
月
三
〇
日
、
五
時
限
）

「
春
学
期
講
義
の
ま
と
め
・
通
常
試
験
」（
七
月
二
十
四
日
、
五

時
限
）

「
哲
学
館
か
ら
東
洋
大
学
へ
」（
九
月
二
十
六
日
、
五
時
限
）

大
学
院
：
大
乗
仏
教
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
前
期
課
程
）

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
（
博
士
後
期
課
程
）

学
位
論
文
審
査

「
井
上
円
了
の
研
究
」
三
浦
節
夫
（
博
士
［
乙
］
論
文
）
主
査

「
長
阿
含
註
の
研
究
」
越
後
屋
正
行
（
博
士
［
甲
］
論
文
）
主
査

〈
学
外
担
当
科
目
〉

大
正
大
学
大
学
院
「
Ｍ
Ｄ
仏
教
学
特
論
Ａ
・
Ｂ
」
春
学
期
・
秋
学
期

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
「
仏
教
学
と
生
命
倫
理
」
春
学
期
、「
仏
教
学

と
環
境
問
題
」
秋
学
期

○
大
学
管
理
運
営
活
動

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
（
運
営
委
員
・
研
究
所
員
）
／
東
洋
大
学
国
際

哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
／
大
学
院
文
学
研
究
科
イ
ン
ド
哲

学
仏
教
学
専
攻
長

○
社
会
的
活
動

（
公
財
）
仏
教
伝
道
協
会
・
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
仏
教
聖

典
編
集
委
員
会
（
委
員
）・
助
成
金
審
査
委
員
会
（
委
員
）／（
特
財
）
大

法
輪
石
原
育
英
会
奨
学
生
選
考
委
員
会
（
委
員
）
／
（
公
財
）
中
村
元

東
洋
思
想
文
化
賞
審
査
委
員
会（
審
査
員
）／
東
洋
大
学
仏
教
会（
会
長
）
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二
〇
一
五
年
度
開
講
科
目

・
授
業
名
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
担
当
者
の
順
に
記
す
。

・
通
年
科
目
は
Ａ
（
春
学
期
）・
Ｂ
（
秋
学
期
）
に
分
か
れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
春
秋
通
じ
て
同
一
の
場
合
、

そ
の
区
分
は
省
略
し
て
記
し
た
。

・
た
だ
し
、
半
期
の
み
の
授
業
に
つ
い
て
は
《
春
》《
秋
》
と
表
記
し
た
。

・
担
当
者
お
よ
び《
春
》《
秋
》の
授
業
区
分
に
付
し
た
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、

そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
区
別
を
示
す
。
カ
ッ
コ
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も

の
は
、
Ⅰ
部
Ⅱ
部
隔
年
開
講
の
科
目
か
、
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
の
担
当
者
が
同
一

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〈
学
部
〉（
五
十
音
順
）

東
洋
思
想
文
化
学
科

イ
ス
ラ
ー
ム
概
論
《
秋
》（
イ
ス
ラ
ー
ム
の
捉
え
方
）�
柴
山　

滋

イ
ン
ド
現
代
思
想
《
春
》（
イ
ン
ド
近
・
現
代
の
宗
教
思
想
家
）

�

宮
本
久
義
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ａ
（
イ
ン
ド
古
典
哲
学
概
説
）�

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
古
典
思
想
概
論
Ｂ
（
イ
ン
ド
古
典
哲
学
の
諸
課
題
）�

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
（
ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
と
反
ヴ
ェ
ー
ダ
的
自
由
思
想
）

�

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
思
想
史
Ｂ
（
反
ヴ
ェ
ー
ダ
的
自
由
思
想
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
諸
思
想

の
展
開
）�

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
思
想
史
Ａ
（
イ
ン
ド
思
想
と
宗
教
の
潮
流
を
概
観
す
る
）

�

宮
本
久
義

イ
ン
ド
思
想
史
Ｂ
（
イ
ン
ド
思
想
史
）�

宮
本
久
義

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ（
古
代
イ
ン
ド
社
会
の
構
造
と〈
法
〉概
念
の
展
開
）

�

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
（
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
）�

石
川
寛
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化
）�

石
川
寛
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
叡
智
を
探
る
）�

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅲ
Ａ
（
イ
ン
ド
の
芸
能
と
社
会
）�

古
賀
万
由
里
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
思
想
特
講
Ⅲ
Ｂ
（
イ
ン
ド
神
話
を
知
る
）�

宮
本
城
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
仏
教
史
Ａ
（
釈
尊
の
覚
り
と
そ
の
展
開
）�

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
史
Ｂ
（
大
乗
仏
教
と
は
何
か
）�

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
（
仏
教
の
仏
と
神
々
の
図
像
学
的
考
察
）

�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ｂ
（
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
・
東
南
ア
ジ
ア
の
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
美
術
）�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
・
仏
教
の
美
術
Ａ
Ｂ�

朴　

亨
國
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
舞
踊
《
秋
》（
イ
ン
ド
舞
踊
・
バ
ラ
タ
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
ム
の
実
技
と

理
論
）�

久
保
田
幸
代
（
Ⅱ
）

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ａ
（
い
ま
も
語
ら
れ
る
叙
事
詩
と
民
話
の
世
界
）

�

村
山
和
之

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ｂ
《
春
》（
文
学
を
通
し
て
見
る
イ
ン
ド
文
化
）
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�

宮
本　

城
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
文
化
概
論
Ｂ
《
秋
》（
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
ヤ
山
脈
の
頂
き
か
ら
イ
ン
ド

文
学
を
見
る
）�

高
橋
孝
信
（
Ⅱ
）

海
外
文
化
研
修
《
秋
》（
現
地
へ
赴
い
て
文
化
と
歴
史
の
実
際
を
体
験
し

よ
う
）�

伊
吹　

敦

韓
国
語
Ａ�

佐
藤　

厚
（
Ⅰ
）

韓
国
語
Ｂ�

佐
藤　

厚
（
Ⅱ
）

韓
国
仏
教
史
《
秋
》�

佐
藤　

厚
（
Ⅱ
）

韓
国
文
化
事
情
Ａ
Ｂ
（
韓
国
語
を
学
び
、
韓
国
文
化
を
知
ろ
う
）

�

金　

蘭
美

漢
文
訓
読
法
《
秋
》�

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅱ
）

漢
文
訓
読
法
２
《
春
》（
漢
文
法
の
基
礎
知
識
）�
坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
Ｂ
①
（
初
め
て
中
国
語
を
学
ぶ
人
の
た
め
の
授
業
。

　

簡
単
な
日
常
会
話
と
基
礎
的
な
文
法
表
現
に
つ
い
て
）

�

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ａ
②
（
中
国
語
初
級
会
話
入
門
）�

吉
田
雅
子
（
Ⅰ
）

基
礎
中
国
語
Ｂ
②
（
中
国
語
初
級
会
話
）�

吉
田
雅
子
（
Ⅰ
）

キ
リ
ス
ト
教
概
論
《
春
》（
キ
リ
ス
ト
教
の
誕
生
と
そ
の
背
景
を
思
想
的
・

歴
史
的
に
た
ど
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
を
学
ぶ
。）

�

山
中
利
美
（
Ⅰ
）

近
世
日
本
思
想
Ａ
（
日
本
近
世
の
宗
教
と
思
想
（
十
六
・
十
七
世
紀
を
中

心
に
））�

伊
藤　

聡

近
世
日
本
思
想
Ｂ
（
日
本
近
世
の
宗
教
と
思
想
（
十
八
・
十
九
世
紀
を
中

心
に
））�

伊
藤　

聡

近
代
化
と
東
洋
《
秋
》（
東
洋
は
近
代
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉�

水
谷
香
奈

現
代
に
生
き
る
仏
教
《
春
》（
現
代
の
社
会
問
題
に
関
わ
る
「Engaged 

Buddhism

」
に
つ
い
て
、
日
本
・
ア
ジ
ア
・
米
国
な
ど
の
事
例
か
ら

学
ぶ
）�

戸
松
義
晴
（
Ⅰ
）

現
代
の
イ
ン
ド
《
秋
》（
イ
ン
ド
近･

現
代
の
政
治
思
想
家
）

�

宮
本
久
義
（
Ⅱ
）

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
入
門
）�

沼
田
一
郎

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
実
践
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
中
級
）�

渡
辺
章
悟

坐
禅
《
春
》（「
い
ま
」
を
見
つ
め
る
）�

石
井
清
純

写
経
《
春
》�

張
堂
興
昭

宗
教
学
概
論
Ａ
（
多
様
な
る
教
理
と
実
践
の
世
界
）�

島
田
茂
樹

宗
教
学
概
論
Ｂ
（
華
麗
な
る
文
化
と
芸
術
の
世
界
）�

島
田
茂
樹

宗
教
社
会
学
Ａ
（「
宗
教
」
の
社
会
性
と
個
人
性
）�

冨
澤
か
な

宗
教
社
会
学
Ｂ
（
イ
ン
ド
の
社
会
と
宗
教
と
そ
の
理
解
）�

冨
澤
か
な

宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
Ａ
Ｂ
（
仏
教
な
ど
諸
宗
教
に
お
け
る
聖
者
と
は
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉�

岩
井
昌
悟

書
道
史
Ａ
（
中
国
書
道
史
（
書
体
の
変
遷
史
））�

大
橋
修
一

書
道
史
Ｂ
（
中
国
書
道
史
（
書
風
の
変
遷
）
と
日
本
書
道
史
）�

大
橋
修
一

書
論
Ａ
（
中
国
書
論
お
よ
び
日
本
の
書
論
へ
の
理
解
）�

大
橋
修
一

書
論
Ｂ
（
中
国
書
論
・
日
本
の
書
論
の
特
徴
を
知
る
）�

大
橋
修
一

神
道
史
Ａ
（
神
仏
習
合
思
想
の
形
成
と
展
開
（
古
代
））�

伊
藤　

聡
（
Ⅱ
）
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神
道
史
Ｂ
（
神
仏
習
合
思
想
の
形
成
と
展
開
（
中
世
））�

伊
藤　

聡
（
Ⅱ
）

総
合
Ⅰ
Ａ
Ⅰ
Ｂ
①
（
東
洋
と
西
洋
の
共
生
論
）〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉

�

山
田
利
明
（
Ⅰ
）

総
合
Ⅲ
Ｂ
（
東
洋
大
学
井
上
円
了
哲
学
塾
─
哲
学
実
践
講
座
─
）〈
オ
ム

ニ
バ
ス
形
式
〉�

河
地　

修

�

山
口
し
の
ぶ

総
合
Ⅷ
Ａ
①
（
日
本
の
近
代
化
と
東
洋
大
学

　

─
井
上
円
了
の
哲
学
と
実
践
─
〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉）�

渡
辺
章
悟

チ
ベ
ッ
ト
語
Ａ
（
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
）�

山
口
し
の
ぶ

チ
ベ
ッ
ト
語
Ｂ
（『
法
華
経
普
門
品
（
観
音
経
）』
を
読
む
）�

山
口
し
の
ぶ

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
《
春
》�

山
口
し
の
ぶ

中
国
学
概
論
Ａ
Ｂ
（
中
国
学
の
〈
可
能
性
〉）�

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

中
国
学
研
究
法
Ａ
Ｂ
（
中
国
学
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
）�

坂
井
多
穂
子

中
国
現
代
文
学
史
Ａ
（
中
国
二
〇
世
紀
文
学
の
歩
み
）�

馬　

雪
峰

中
国
現
代
文
学
史
Ｂ
（
中
国
二
〇
世
紀
文
学
の
歩
み
）�
田
中
路
子

中
国
語
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

田
中
路
子
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
中
国
語
の
作
文
）�

阿
部
順
子
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅴ
Ａ
Ｂ
（
中
国
に
つ
い
て
多
面
的
な
理
解
を
深
め
、
読
解
力
を
身

に
つ
け
よ
う
。）�

杉
江
叔
子
（
Ⅱ
）

中
国
語
Ⅵ
Ａ
Ｂ�

田
中
路
子
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅶ
Ａ
Ｂ
（
自
然
な
中
国
語
会
話
）�

馬　

雪
峰
（
Ⅰ
）

中
国
語
Ⅶ
Ａ
Ｂ
（
中
級
中
国
語
）�

杉
江
叔
子
（
Ⅱ
）

中
国
語
学
演
習
Ａ
Ｂ
（
名
言
と
笑
い
話
で
覚
え
る
中
国
語
）

�

馬　

雪
峰
（
Ⅰ
）

中
国
史
概
説
Ａ
（
中
国
古
代
・
中
世
の
政
治
と
社
会
）�

竹
内
洋
介

中
国
史
概
説
Ｂ
（
中
国
近
世
・
近
代
の
政
治
と
社
会
）�

竹
内
洋
介

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
①
（『
荘
子
』
の
研
究
）�

山
田
利
明

中
国
哲
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（『
天
道
溯
原
』
講
読
）�

中
村　

聡

中
国
哲
学
史
Ａ
Ｂ�

山
田
利
明
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
宋
明
儒
学
思
想
概
論
）�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
①
（
仙
人
伝
の
研
究
）�

山
田
利
明
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ
Ａ
②
（
宋
学
概
説
（
北
宋
））�

辻
井
義
輝
（
Ⅰ
）

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ
Ｂ
②
（
宋
学
概
説
（
南
宋
））�

辻
井
義
輝
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ａ
（
先
史
～
南
北
朝
時
代
の
中
国
美
術
）�

萩
原　

哉
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ｂ
（
隋
唐
～
明
清
時
代
の
中
国
美
術
）�

萩
原　

哉
（
Ⅰ
）

中
国
の
美
術
Ａ
Ｂ
（
中
国
の
仏
教
・
道
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
美
術
史
）

�

田
中
知
佐
子
（
Ⅱ
）

中
国
仏
教
史
Ａ
（
初
伝
期
か
ら
南
北
朝
ま
で
）�

伊
吹　

敦

中
国
仏
教
史
Ｂ
（
隋
代
か
ら
現
代
ま
で
）�

伊
吹　

敦

中
国
文
化
史
Ａ
Ｂ
（
中
国
思
想
文
化
─
入
門
と
手
ほ
ど
き
─
）�

播
本
崇
史

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
（「
敦
煌
文
献
」
を
読
む
）�

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
文
学
講
読
Ａ
Ｂ
②
（
杜
甫
を
読
む
）�

坂
井
多
穂
子

中
国
文
学
特
講
Ⅰ
Ａ
Ｂ
（
台
湾
の
文
化
・
文
学
と
歴
史
を
学
ぶ
）

�

野
間
信
幸

中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
（
宋
代
の
文
学
作
品
を
読
む
─
詩
を
中
心
に
─
）

�

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）
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中
国
文
学
特
講
Ⅱ
Ａ
Ｂ
①
（
敦
煌
文
献
概
説
）�

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
史
Ａ
（
前
史
と
宋
代
の
文
学
）�

野
間
信
幸

中
国
文
学
史
Ｂ
（
元
か
ら
清
ま
で
）�

野
間
信
幸

中
国
文
学
文
化
と
日
本
Ａ
Ｂ
（
文
化
の
受
容
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
）

�

有
澤
晶
子

中
国
文
献
学
Ａ
Ｂ�

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
文
化
と
日
本
Ａ
Ｂ
（
日
本
文
化
に
中
国
が
あ
り
、
中
国
文
化
に

日
本
が
あ
る
。
両
国
が
学
び
合
い
、
影
響
し
合
っ
た
深
い
関
係
を
文
学

文
化
の
角
度
か
ら
考
え
る
。）�

唐　

亜
明
（
Ⅱ
）

中
国
文
字
学
Ａ
Ｂ�

坂
本
頼
之

哲
学
概
説
Ａ
（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
と
い
う
こ

と
）�

渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

哲
学
概
説
Ｂ
（
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
主
体
的
に
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
）

�
渡
邉
郁
子
（
Ⅱ
）

東
西
交
渉
文
化
史
Ａ
（
前
近
代
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
歴
史
と
文
化
）

�

青
木
雅
浩

東
西
交
渉
文
化
史
Ｂ
（
二
〇
世
紀
の
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
）�

青
木
雅
浩

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
史
《
春
》（
ス
リ
ラ
ン
カ
及
び
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お

け
る
上
座
仏
教
の
国
家
的
受
容
と
そ
の
変
遷
過
程
の
理
解
、
ま
た
主
要

経
典
と
基
本
的
仏
教
用
語
の
把
握
）�

藪
内
聡
子

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
（
イ
ン
ド
映
画
論
）�

宮
本
久
義
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅰ
Ｂ
（
中
国
絵
画
の
思
想
）�

山
田
利
明
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ
（
南
ア
ジ
ア
の
宗
教
思
想
と
音
楽
文
化
）

�

田
森
雅
一
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅱ
Ｂ（
バ
リ
島
の
芸
能
か
ら
人
間
の
創
造
性
を
学
ぶ
）

�

山
本
早
良
紗
（
Ⅱ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅳ
Ａ（
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
の
回
廊
の
浮
彫
の
絵
解
き
）

（
Ⅰ
）�

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

東
洋
芸
術
文
化
特
講
Ⅳ
Ｂ
（
ア
ジ
ア
宗
教
に
お
け
る
儀
礼
と
図
像
の
解
釈

学
）�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ⅱ
①
（
イ
ン
ド
思
想
・
文
化
の
研
究

　

─
イ
ン
ド
古
代
社
会
・
文
化
史
の
諸
問
題
─
）�

沼
田
一
郎
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
②
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
・
文
化
の
研
究
Ⅰ
）

�

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ⅱ
③
（
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究
）

�

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ⅱ
④
（
初
期
仏
教
研
究
）�

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
④
⑪
（
漢
詩
の
分
析
と
鑑
賞
）�

野
間
信
幸

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ⅱ
⑥
（
禅
文
献
を
読
む
）�

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ⅱ
⑦
（
ア
ジ
ア
芸
術
文
化
研
究
）

�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
⑨
（
朱
熹
『
論
語
集
注
』
を
読
む
）

�

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
②
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
・
文
化
研
究
Ⅲ
）

�

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
④
（『
論
語
』
を
読
む
）�

山
田
利
明
（
Ⅱ
）



─ 80 ─

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑨
（
程
頤
『
周
易
程
氏
伝
』・
朱
熹
『
周
易
本
義
』

を
読
む
）�

辻
井
義
輝
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅱ
⑪
（
中
国
の
笑
話
を
読
む
）�

坂
井
多
穂
子
（
Ⅰ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ⅱ
①
（
イ
ン
ド
思
想
・
文
化
の
研
究
）

�

岩
井
昌
悟
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ⅱ
②
（
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
研
究
）

�

水
谷
香
奈
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
演
習
Ⅰ
Ⅱ
③
（
ア
ジ
ア
芸
術
文
化
研
究
）

�

山
口
し
の
ぶ
（
Ⅱ
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
Ｂ�

小
路
口
聡
（
Ⅰ
代
表
）

東
洋
思
想
文
化
へ
の
誘
い
Ａ
Ｂ�

沼
田
一
郎
（
Ⅱ
代
表
）

東
洋
の
身
体
論
《
春
》（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
ど
う
見
る
か
）〈
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
〉�
水
谷
香
奈
（
Ⅱ
）

日
本
漢
学
Ａ
Ｂ
（
日
本
で
は
漢
学
を
如
何
に
学
ん
で
来
た
の
か
）

�
坂
本
頼
之

日
本
の
宗
教
を
歩
く
《
春
集
》（
思
想
と
文
化
を
体
感
し
よ
う
！
）

�

沼
田
一
郎

日
本
の
美
術
Ａ
Ｂ
（
日
本
美
術
の
現
在
、
過
去
、
未
来
）�

藤
澤　

紫

日
本
仏
教
史
Ａ
（
日
本
仏
教
史
（
飛
鳥
時
代
～
鎌
倉
時
代
））�

水
谷
香
奈

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
日
本
仏
教
史
（
鎌
倉
時
代
～
現
代
））�

水
谷
香
奈

日
本
仏
教
史
Ａ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化

　

─
仏
教
伝
来
か
ら
鎌
倉
仏
教
（
前
半
）
ま
で
─
）�

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

日
本
仏
教
史
Ｂ
（
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
あ
ゆ
み
と
社
会
・
文
化

　

─
鎌
倉
仏
教
（
後
半
）
か
ら
明
治
時
代
以
後
の
仏
教
ま
で
─
）

�

橘
川
智
昭
（
Ⅱ
）

パ
ー
リ
語
Ａ
Ｂ
（
聖
典
に
直
に
触
れ
る
）�

岩
井
昌
悟

比
較
宗
教
Ａ�

松
野
智
章
（
Ⅱ
）

比
較
宗
教
Ｂ�

松
野
智
章
（
Ⅱ
）

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ａ
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
入
門
Ⅰ
）�

橋
本
泰
元

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
Ｂ
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
入
門
Ⅱ
）�

橋
本
泰
元

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
論
Ａ
Ｂ
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
思
想
を
学
ぶ
）�

橋
本
泰
元

仏
教
漢
文
Ａ
（
仏
教
漢
文
の
基
礎
）�

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

仏
教
漢
文
Ｂ
（
経
典
注
釈
・
浄
土
教
文
献
・
禅
文
献
を
読
む
）

�

伊
吹　

敦
（
Ⅰ
）

仏
教
思
想
概
論
Ａ
（
─
仏
教
と
は
何
か
─
）�

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
概
論
Ｂ
（
仏
教
の
思
想
と
そ
の
展
開
）�

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ａ
（
空
の
世
界
に
何
が
あ
る
の
か
）�

渡
辺
章
悟
（
Ⅱ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅰ
Ｂ
（
華
厳
の
思
想
）�

金
本
拓
士
（
Ⅰ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ａ
（
禅
思
想
の
形
成
と
社
会
と
の
交
渉
）

�

伊
吹　

敦
（
Ⅱ
）

仏
教
思
想
特
講
Ⅱ
Ｂ
（
密
教
の
思
想
）�

金
本
拓
士
（
Ⅰ
）

仏
教
と
社
会
福
祉《
秋
》（
現
代
社
会
に
お
け
る
仏
教
福
祉
の
意
義
と
課
題
）

�

戸
松
義
晴
（
Ⅰ
）

仏
教
の
芸
能
《
秋
》（
仏
教
伝
統
歌
謡
の
基
本
を
学
び
実
修
し
て
み
よ
う
）

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
〉�

橋
本
泰
元
（
Ⅰ
）

ヨ
ー
ガ
《
春
》（
実
践
を
と
お
し
て
思
想
を
学
ぶ
）�

番
場
裕
之
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レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
《
春
》（
大
学
に
お
け
る
研
究
と
は
）

�

渡
辺
章
悟
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
《
春
》（
論
理
的
な
も
の
の
考
え
方
と
論

理
的
な
文
章
表
現
を
見
つ
け
よ
う
）�

川
崎
ミ
チ
コ
（
Ⅱ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
②
《
春
》（
大
学
に
お
け
る
研
究
と
は
）

�

岩
井
昌
悟
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
③
《
春
》�

山
田
利
明
（
Ⅰ
）

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
制
作
の
技
法
④
《
春
》�

小
路
口
聡
（
Ⅰ
）

イ
ン
ド
哲
学
科
開
講
科
目

宗
教
科
教
育
論
《
春
》（
仏
教
と
教
育
に
つ
い
て
）�

成
瀬
良
徳

宗
教
科
指
導
法
Ⅰ
Ⅱ
（「
宗
教
科
」
の
教
育
と
指
導
）�

成
瀬
良
徳

初
期
仏
教
の
思
想
《
春
》（
す
べ
て
は
解
脱
の
た
め
に
）�
岩
井
昌
悟
（
Ⅱ
）

大
乗
仏
教
の
思
想
Ⅱ
（
唯
識
の
世
界
）�
水
谷
香
奈
（
Ⅱ
）

天
台
の
思
想
《
秋
》�

伊
吹　

敦
（
Ⅱ
）

念
仏
の
思
想
《
秋
》（
念
仏
思
想
の
形
成
・
展
開
と
そ
の
影
響
）

�

水
谷
香
奈
（
Ⅱ
）

中
国
哲
学
文
学
科
開
講
科
目

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
（
程
頤
『
周
易
程
氏
伝
』・
朱
熹
『
周
易
本
義
』
を
読
む
）

�

辻
井
義
輝

中
国
哲
学
研
究
法
（
中
国
古
代
に
お
け
る
哲
学
概
念
の
生
成
と
そ
の
歴
史

─
─
『
性
理
字
義
』
に
沿
っ
て
）�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
講
Ⅱ
②
（
宋
学
概
説
）�

辻
井
義
輝
（
Ⅰ
）

中
国
文
学
演
習
Ⅱ
（
中
国
の
笑
話
を
読
む
）�

坂
井
多
穂
子

中
国
文
学
演
習
Ⅲ
①
（「
敦
煌
文
献
」
を
読
む
）�

川
崎
ミ
チ
コ

中
国
文
学
研
究
法
（
中
国
文
学
の
基
礎
知
識
）�

野
間
信
幸

中
国
文
献
読
解
法
（「
中
国
」
に
つ
い
て
の
「
基
礎
知
識
」
を
身
に
つ
け

よ
う
！
）�

川
崎
ミ
チ
コ

〈
大
学
院
〉

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

高
橋
孝
信

イ
ン
ド
哲
学
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
特
殊
演
習
Ａ
Ｂ�

伊
藤　

真

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

松
村
淳
子

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

山
口
し
の
ぶ

イ
ン
ド
仏
教
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ�

斎
藤　

明

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

伊
吹　

敦

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

蓑
輪
顕
量

東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

林
田
康
順
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博
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ

�

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ

�

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ

�

沼
田
一
郎

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

渡
辺
章
悟

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

山
口
し
の
ぶ

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

岩
井
昌
悟

仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ
Ａ
Ｂ
・
仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

伊
吹　

敦

中
国
哲
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

中
国
哲
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅳ�
山
田
利
明

中
国
哲
学
演
習
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ�
小
路
口
聡

中
国
哲
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

山
田
利
明

中
国
哲
学
特
論
Ⅲ
Ａ
Ｂ�

小
路
口
聡

中
国
文
学
演
習
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ�

有
澤
晶
子

中
国
文
学
演
習
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

竹
下
悦
子

中
国
文
学
特
論
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅱ�

野
間
信
幸

中
国
文
学
特
論
Ⅱ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ�

坂
井
多
穂
子

中
国
語
学
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ�

野
間
信
幸

中
国
語
学
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

坂
井
多
穂
子

博
士
後
期
課
程

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅰ�

野
間
信
幸

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅱ
Ａ
Ｂ�

有
澤
晶
子

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅲ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ�

小
路
口
聡

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅳ
Ａ
Ｂ�

坂
井
多
穂
子

中
国
哲
学
特
殊
研
究
Ⅴ
Ａ
Ｂ
・
中
国
哲
学
研
究
指
導
Ⅴ�

山
田
利
明 
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二
〇
一
五
年
度
卒
業
論
文

イ
ン
ド
哲
学
科
卒
業
論
文

〈
Ⅰ
部
〉

網
代
陽
太	

「
イ
ン
ド
美
術
の
歴
史
と
変
遷
に
つ
い
て
」

新
井
秀
平	

「
イ
ン
ド
の
伝
統
音
楽
と
宗
教
に
つ
い
て
」

安
藤
恵
莉
花	

「
日
本
に
お
け
る
地
蔵
菩
薩
の
信
仰
」

飯
島
千
恵	

「
親
鸞
の
聖
徳
太
子
観
」

磯
貝
滉
一	

「
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
の
成
立
と
変
遷
」

海
老
澤
直
城	

「
井
上
円
了
の
護
国
愛
理
の
思
想
に
つ
い
て
」

大
塚
綾
乃	

「
供
養
に
つ
い
て
」

小
川
美
波	

「
ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
学
と
民
衆
文
化
の
研
究
─
口
承
文
学
の

起
源
と
伝
統
─
」

カ
ム
ピ
ラ
ー　

ア
イ
ラ
ダ
ー

	

「
パ
ー
リ
仏
教
に
お
け
る
「
正
見
」
─
『
正
見
経
』
と
『
大

四
十
経
』
を
中
心
と
し
て
─
」

木
下
美
紀	

「
茶
道
に
お
け
る
宗
教
─
禅
と
茶
─
」

小
林
弘
人	

「
日
本
に
お
け
る
西
洋
音
楽
文
化
の
受
容
と
そ
の
変
容

	

─
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド
的
要
素
を
手
掛
か
り

と
し
て
─
」

是
松
宏
明	

「
中
世
ジ
ャ
イ
ナ
教
空
衣
派
の
新
興
勢
力
タ
ー
ラ
ン
派
と

開
祖
タ
ー
ラ
ン
・
ス
ヴ
ァ
ー
ミ
ー
」

齊
藤
敦
彦	

「
政
教
分
離
国
家
に
お
け
る
宗
教
の
扱
い
に
つ
い
て
─
歴

史
教
科
書
を
中
心
に
─
」

齋
藤
真
里	

「
観
音
菩
薩
像
に
お
け
る
松
本
の
観
音
信
仰
の
歴
史
」

佐
藤
利
也	

「
仏
教
に
お
け
る
脳
死
と
臓
器
移
植
の
是
非
」

佐
藤
麻
亜
弥	

「
六
派
哲
学
に
つ
い
て
」

鈴
木
な
つ
み	

「
イ
ン
ド
に
お
け
る
女
性
問
題
と
そ
れ
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
団
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

高
木
洋
介	

「
三
昧
の
構
造
と
し
て
の
対
象
─
『
般
舟
三
昧
経
』
と
『
清

浄
道
論
』
の
三
昧
の
異
同
を
通
し
て
─
」

田
所
楓	

「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
睡
眠
観
」

田
中
菜
々
子	

「
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
と
源
信
『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
地

獄
の
比
較
」

玉
置
駿	

「
現
代
に
お
い
て
仏
教
に
向
け
ら
れ
る
新
た
な
視
点
」

塚
田
将
史	

「
ビ
ハ
ー
ラ
と
臨
終
行
儀
に
み
る
死
の
受
容
」

遠
山
良
奈	

「
イ
ン
ド
宗
教
史
上
に
お
け
る
肉
食
」

仲
修
平	

「
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
度
と
女
性
問
題
の
歴
史
」

中
沢
史
生	

「
ル
ド
ラ
＝
シ
ヴ
ァ
よ
り
見
る
バ
ラ
モ
ン
教
か
ら
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
へ
の
変
遷
と
背
景
」

並
木
吏
菜	

「
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ

ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
に
お
け
る
バ
ク
テ
ィ
思
想
の
比
較
」

西
島
実
希	

「
ク
リ
シ
ュ
ナ
信
仰
と
細
密
画
」

西
原
ひ
か
り	
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
─
女
性
を
苦
し
め
る
伝

統
と
現
代
の
イ
ン
ド
─
」
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平
原
伸
一	

「
シ
ャ
ン
カ
ラ
の
一
元
論
思
想
に
つ
い
て
の
考
察
」

平
山
友
紀	

「
鬼
来
迎
か
ら
み
る
民
間
信
仰
に
お
け
る
鬼
に
つ
い
て
」

藤
井
蓮	

「
仏
教
の
女
性
観
─
原
始
仏
教
か
ら
現
代
日
本
仏
教
ま
で

─
」

藤
森
進	
「『
カ
ー
マ
ン
ダ
キ
ー
ヤ
・
ニ
ー
テ
ィ
サ
ー
ラ
』
第
三
章
（
第

６
項
目
）
の
翻
訳
」

ペ
ン
ジ
ャ
ム　

プ
ラ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト

	

「
パ
ー
リ
文
献
に
よ
る
メ
ッ
テ
ッ
ヤ
仏
の
研
究
」

保
谷
直
毅	

「
神
の
発
生
と
零
落
─
妖
怪
と
は
何
か
─
」

前
澤
里
緒	

「
文
化
の
中
か
ら
伺
え
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
信
仰
─
チ

ベ
ッ
ト
、
シ
ョ
ト
ゥ
ン
祭
を
中
心
と
し
て
─
」

松
原
卓
也	

「
死
生
観
の
違
い
」

丸
井
祐
依	

「
現
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
カ
ー
ス
ト
か
ら
見
る
職
業
と
女

性
問
題
」

村
木
由
季	

「
芸
能
と
人
々
の
関
係
に
つ
い
て
─
バ
ー
ガ
ヴ
ァ
タ
・
メ
ー

ラ
と
テ
ィ
ヤ
ム
の
比
較
よ
り
─
」

山
口
麻
衣	

「
南
イ
ン
ド
と
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
舞
踏
の
比
較
─
カ
タ

カ
リ
・
カ
タ
ッ
ク
を
中
心
に
─
」

吉
栖
花
織	

「
笑
い
の
対
象
と
し
て
の
僧
」

吉
田
葵	

「
カ
タ
ー
・
サ
リ
ッ
ト
・
サ
ー
ガ
ラ
に
お
け
る
ヴ
ェ
ー
タ
ー

ラ
の
考
察
」

〈
Ⅱ
部
〉

阿
部
尚
平	

「
無
為
法
の
研
究
─
特
に
択
滅
法
・
非
択
滅
法
に
つ
い
て

─
」

奥
岡
新
蔵	

「
見
解
の
見
解
─
初
期
仏
教
形
而
上
学
と
大
乗
仏
教
思
想

─
」

勝
田
響
子	

「
仏
教
と
看
護
の
研
究
─
臨
終
行
儀
を
中
心
に
─
」

川
口
耕
平	

「
仏
教
伝
来
５
５
２
年
説
と
５
３
８
年
説
に
つ
い
て
」

小
檜
山
夏
美	

「
チ
ベ
ッ
ト
密
教
か
ら
見
た
オ
ウ
ム
真
理
教
」

鈴
木
高
浩	

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
の
壁
面
装
飾
に
つ
い
て
─
カ
ジ
ュ

ラ
ー
ホ
の
ミ
ト
ゥ
ナ
像
─
」

平
野
玲
子	

「
ハ
タ
・
ヨ
ー
ガ
に
お
け
る
ア
ー
サ
ナ
─
主
要
4
文
献
と

現
代
の
実
践
を
比
較
す
る
─
」

星
宮
康
子	

「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
寿
命
の
考
え
方
と
治
療
の
動
機

づ
け
に
関
す
る
一
考
察
─A

rist4
4a

の
観
察
と
難
治
性
・
不

知
の
疾
患
へ
の
対
応
─
」

宮
内
麻
衣	

「
江
戸
時
代
の
仏
教
と
民
間
信
仰
」

村
田
薫	

「
現
代
社
会
の
諸
問
題
と
仏
教
の
役
割
」

中
国
哲
学
文
学
科
卒
業
論
文

竹
内
優
里
亜	

「
中
国
古
代
に
お
け
る
本
性
と
い
う
議
論
」

和
尾
美
蓮	

「
陽
明
学
と
現
代
の
わ
た
し
た
ち
」

吹
野
恵
美	

「
程
明
道
の
渾
一
的
視
座
─
現
代
政
治
へ
ど
う
活
か
す
か

─
」

豊
田
尚
徳	

「
康
有
為
に
お
け
る
「
三
綱
」
─
「
君
子
・
父
子
・
夫
婦
」

の
定
義
の
変
更
─
」
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川
原
海
斗	

「
王
莽
と
光
武
帝
劉
秀
両
者
に
お
け
る
緯
書
の
役
割
と
比

較
」

小
澤
一
将	
「『
論
語
』
に
学
ぶ
道
徳
教
育
の
在
り
方
」

斎
藤
優
衣	
「『
荀
子
』
に
お
け
る
「
学
び
」
と
は
」

重
光
鐘
太	

「
孔
子
の
理
想
」

髙
木
睦
月	

「『
子
不
語
』
の
中
か
ら
、
妖
怪
、
鬼
の
存
在
に
つ
い
て
」

酒
井
萌	

「
道
教
の
死
生
観
」

鈴
木
千
鶴	

「
水
墨
画
の
発
生
と
展
開
」

佐
藤
芹
奈	

「『
列
女
伝
』
に
見
る
理
想
的
な
女
性
像
」

亀
山
凌
太	

「
王
莽
─
思
想
的
基
盤
と
そ
の
形
成
─
」

千
德
ゆ
う	

「
孫
子
の
思
想
と
現
代
に
お
け
る
話
題
性
に
つ
い
て
─
テ

ロ
リ
ズ
ム
と
孫
子
─
」

川
戸
歌
純	

「
日
本
統
治
に
よ
り
台
湾
に
も
た
ら
し
た
も
の

	

─
大
家
族
の
影
響
を
「
陳
夫
人
」
か
ら
探
る
─
」

持
田
涼
子	

「
日
本
統
治
期
の
台
湾
文
学
に
つ
い
て
─
張
文
環
『
山
茶

花
』
か
ら
見
え
る
こ
と
─
」

鷲
尾
李
加	

「
吶
喊
論
」

須
田
健
太
郎	

「
鄭
成
功
の
実
像
に
つ
い
て
」

椎
名
美
月	

「『
聊
斎
志
異
』
に
お
け
る
男
狐
と
の
友
情
」

甲
州
智
哉	

「
周
金
波
─
日
本
語
作
品
か
ら
見
る
理
想
─
」

鈴
木
駿
太	

「「
植
民
地
台
湾
」
で
の
日
本
人
の
功
績
」

長
澤
美
佳	

「
魯
迅
の
日
本
観
に
関
す
る
一
考
察
─
『
藤
野
先
生
』
を

中
心
と
し
て
─
」

野
村
崇
人	

「
日
本
統
治
期
の
台
湾
文
学
─
周
金
波
「
志
願
兵
」
─
」

南
口
俊	

「
濱
田
隼
雄
『
南
方
移
民
村
』
に
お
け
る
日
本
人
」

稲
木
彩
乃	

「『
魯
冰
花
』
か
ら
見
る
台
湾
茶
葉
─
茶
農
家
と
貧
困
─
」

森
田
達
弥	

「「
７
世
紀
か
ら
８
世
紀
半
ば
ま
で
の
日
唐
関
係
」
に
つ
い

て
─
唐
の
太
宗
期
か
ら
玄
宗
期
ま
で
を
中
心
と
し
て
─
」

中
山
真
緒	

「『
剪
燈
新
話
』
と
「
牡
丹
燈
記
」
の
比
較
に
よ
る
幽
霊
の

特
徴
」

三
浦
楓	

「
唐
代
伝
奇
に
お
け
る
不
老
不
死　

柳
毅
と
杜
子
春
」

小
出
菜
生	

「
日
本
留
学
を
経
験
し
た
周
兄
弟
の
日
本
文
学
の
関
わ
り

に
つ
い
て
」

石
川
美
恵	

「
蘇
軾
の
白
居
易
観
に
つ
い
て
─
「
我
似
樂
天
」
の
奥
深

く
に
あ
る
も
の
─
」

飯
野
那
摘	

「
楊
貴
妃
の
描
か
れ
方
の
違
い
と
そ
の
背
景
」

中
越
翼	

「
三
国
志
演
義
に
お
け
る
諸
葛
亮
孔
明
の
人
物
像
─
失
策

を
通
し
て
─
」

畠
山
高
法	

「
三
曹
の
楽
府
」

丸
岡
杏
奈	

「
陶
淵
明
か
ら
王
維
へ
─
桃
花
源
の
捉
え
方
─
」

大
嶋
彩
琴	

「
怎
で
一
箇
の
愁
の
字
も
て
了
し
得
ん
─
李
清
照
の
悲
し

み
─
」

齋
藤
龍
大	

「
国
風
・
小
雅
に
見
る
『
詩
集
伝
』
に
お
け
る
朱
熹
の
思

考
の
型
」

大
学
院
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
修
士
論
文
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崎
山
忠
道	

「『
楞
伽
経
』
の
研
究
─
諸
本
の
構
成
と
思
想
的
特
徴
に
つ

い
て
─
」

鈴
木
伸
幸	

「Śiks

4āsam
uccaya

に
お
け
る
制
戒
（sam

4vara

）
の
授

受
に
つ
い
て
─
「
布
施
波
羅
蜜
と
い
う
名
前
の
第
一
章
」

を
中
心
と
し
て
─
」

田
口
な
み	

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
建
築
論
研
究
─
『
マ
ー
ナ
サ
ー
ラ
』
に

お
け
る
立
地
条
件
─
」

プ
ラ
マ
ハ
・
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